
報

耶
仰
望

的
詣

塁

研

究

状

況

班

研

究

東

方

部

先
秦
時
代
文
物
の
研
究

班
長

林

巳
奈
夫

七
月
ま
で
､
林
班
長
の
欧
州
出
張
中
､
引
き
つ
づ
き
新

出
土
先
泰
文
物
の
紹
介
を
行
な
っ
た
｡
班
長
蹄
国
後
'
九

月
か
ら

『
周
艦
』
の
合
議
を
再
開
し
､
地
官
大
司
徒
か
ら

哉
師
ま
で
を
'
小
南
､
江
村
､
杉
本
'
上
山
'
桑
山
'
林
､

吉
田
が
据
富
し
た
｡
ま
た
そ
の
間
'
圭
と
し
て
先
秦
に
関

す
る
個
人
の
研
究
護
表
も
並
行
し
て
行
な
っ
た
｡

六
月

一
〇
日

馬
王
堆
三
嚢
漢
墓

『老
子
』
巻
前
侠
書
の

性
格

江
村

治
樹

六
月
二
四
口

湖
北
江
陵
鳳
風
山
前
漠
墓
に
つ
い
て

-

･特
に

1
六
七

･
一
六
八
墳
墓
を
中
心

こ
ー

杉
本

憲
司

七
月

八

日

中
国
旅
行

報
告

(
ス
ラ
イ
ド
映
薦
'
中
国

考
古
学
の
現
状
に
つ
い
て
)

吉
田
光
邦
'
秋
山
進
午

九
月
三

〇
日

『孫
購
兵
法
』
に
つ
い
て

池
田

秀
三

一
〇
月
七
日

欧
州
旋
行
報
告

(
ス
ラ
イ
ド
映
寓
'
中
開

考
古
遺
物
の
紹
介
)

林

巳
奈
夫

一
〇
月
二

一
日

二

月
四
日

一
一
月

一
八
日

一
二
月
二
日

1
二
月

一
六
日

一
月
二
七
日

二
月

一
〇
日

二
月
二

四
日

四
月

一
四
日

四
月
二
八
日

五
月

一
二
日

五
月
二
六
日

漢
書
の
研
究

『漢
書
』

春
秋
戦
国
時
代
青
銅
器
の
編
年

林

巳
奈
夫

前
漢
の
昇
他
国

骨
布
川

寛

春
秋
戦
国
時
代
の
都
城

秋
山

進
午

先
秦
時
代
の
薩
秩
序
!
考
古
学
的
復
原

-

杉
本

憲
司

吊
書

『戦
国
策
』
に
つ
い
て

小
南

一
郎

党
案
時
代
の
撃
畢

吉
田

光
邦

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
調
査
報
告

(
ス
ラ
イ
ド

映
寓
､
陶
器
製
作
の
現
状
に
つ
い
て
)

桑
山

正
進

周
鮭
と
王
安
石
の
改
革

衣
川

張

周
薩
の
構
造

上
山

春
平

春
秋
戦
国
時
代
の
武
器
の
銘
文
1
と
-
に

華
北
地
域

(燕
を
の
ぞ
-
)
の
銅
犬
の
銘

文
に
つ
い
て
-

江
村

治
樹

故
官
博
物
院
の
沿
革
に
つ
い
て
'
同
博
物

院
の
青
銅
器
の
紹
介

(
ス
ラ
イ
ド
映
霧
)

樋
口

隆
康

先
秦
時
代
の
官
室

田
中

淡

先
秦
都
城
集
成

桑
山

正
進

班
長

梅
原

郡

の
う
ち
で
も
と
-
に
志
の
部
分
を
中
心
に
し

て
合
議
諾
江
を
行
な
っ
て
き
た
｡
そ
の
う
ち

｢
食
貨
志
｣

秦

｢
満
池
志
｣

｢律
暦
志
｣

お
よ
び

｢
郊
把
志
｣
の
謀
を
終

り
'
そ
の
注
を
作
成
し
っ
つ
あ
る
と
同
時
に
'
班
員
の
永

田
英
正
に
よ
っ
て

｢食
貨
志
｣
本
文
の
校
勘
記
が
作
ら
れ

た
｡
ま
た

｢
律
暦
志
｣
の
講
は
川
勝
義
雄
と
橋
本
敬
造
に

よ
っ
て
公
刊
さ
れ
た
｡
な
お

｢
五
行
志
｣
の
中
電
を
も
っ

て
本
研
究
班
は

一
鷹
打
切
ら
れ
る
｡

中
国
近
世
の
都
市
と
文
化

班
長

梅
原

郁

宋
以
後
の
中
国
に
お
け
る
大
都
市
の
幾
つ
か
を
選
び
'

そ
の
歴
史
的
襲
遣
う
都
市
内
部
の
政
治

･
社
台

･
文
化
各

方
面
に
つ
い
て
精
密
な
研
究
を
行
な
う
｡
さ
し
あ
た
-
'

呉
自
牧

『
夢
梁
録
』
を
合
議
し
､
謬
注
を
作
る
と
同
時
に

大
縮
尺
の
地
形
岡
を
基
に
'
文
献
を
フ
ル
に
使

っ
て
'
開

封

･
杭
州

･
蘇
州
な
ど
の
各
時
代
の
復
原
を
試
み
る
｡

中
国
中
世
の
文
化
と
社
会

班
長

川
勝

義
雄

五
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
至
る
中
開
の
社
合
に
お
い
て
'

宗
教
的
精
神
が
さ
ま
ざ
ま
の
文
化
現
象
の
眼
底
に
横
た
わ

っ
て
い
る
こ
と
に
注
視
し
て
'
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
'

唐
の
道
宣
編

『磨
弘
明
集
』
を
読
み
進
ん
で
き
た
｡
巻
二

八

｢
啓
頑
篇
｣
･
｢
悔
罪
篇
｣
の
合
議
を
終
了
し
'
現
在
'

巻
十
九

｢
法
義
篇
｣
の
合
議
を
績
け
つ
つ
､
同
巻
に
含
ま

れ
る
六
朝
の
係
数
論
考
の
謂
注
を
完
成
し
っ
つ
あ
る
｡

な
お
'
思
想
史
的
観
鮎
か
ら
の
研
究
と
し
て
､
左
記
の

登
表
が
行
な
わ
れ
た
｡

九
月
二

l
日

恰
叡

｢
愉
疑
｣
を
め
ぐ

っ
て

九
月
二
九
日

南
岳
慧
恩
に
つ
い
て

新
発
現
科
学
史
資
料
の
研
究

班
長

山
田

慶
兄

五
二
年
度
か
ら
五
年
間
に
わ
た
っ
て
'
中
国
に
お
い
て

新
た
に
護
見

･
夜
掘
さ
れ
た
料
率
技
術
史
の
資
料
を
と
り

あ
げ
て
ゆ
く
｡

あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
-
'
最
近
'
中
国
の
考
古

嬰
は
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
収
め
'
お
び
た
だ
し
い
文
献
や

七
二
五



東

方

学

報

遺
物
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
出
土
し
て
い
る
｡
そ
の
な
か
に
は
'

馬
主
唯
や
武
威
の
漠
墓
か
ら
夜
風
さ
れ
た
寄
書
を
は
じ
め
'

こ
れ
ま
で
の
空
白
を
埋
め
た
り
'
あ
る
い
は
'
従
来
の
定

説
を
-
つ
が
え
し
た
り
す
る
で
あ
ろ
う
多
-
の
貴
重
な
科

学
技
術
史
関
係
の
資
料
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
｡
そ
う
し
た

護
見
は
か
な
ら
ず
L
も
考
古
翠
の
分
野
'
あ
る
い
は
古
代

史
の
分
野
だ
け
に
か
ぎ
ら
な
い
｡

『
天
工
開
物
』
の
著
者
'

明
の
宋
臆
星
の
著
作
四
鮎
が
蔑
見
さ
れ
た
の
が
'
そ
の
一

例
で
あ
る
｡
文
献
と
遣
物
と
を
問
わ
ず
､
時
代
と
分
野
と

を
問
わ
ず
'
そ
う
し
た
新
竣
現
の
資
料
を
と
り
あ
げ
て
い

く
0最

初
に
と
り
あ
げ
た
の
は
武
威
の
腎
筒
で
あ
り
'
赤
堀

昭
氏
に
よ
る
報
告
を
昨
年
度
の

『東
方
畢
報
』
.に
掲
載
し

た
｡
そ
れ
に
ひ
き
つ
づ
き
'
魔
王
堆
出
土
の
腎
書
の
合
講

を
終
了
し
た
｡
ま
た
そ
の
間
'
各
班
員
の
研
究
の
報
告
を

も
あ
わ
せ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
｡
成
果
は
遂
次
､

『東
方

学
報
』
に
護
表
し
て
い
-
預
定
で
あ
る
｡

暁
唐
文
学

班
長

荒
井

健

李
商
陰
の
詩
の
注
樺
を
行
っ
て
き
た
本
班
は
'
七
絶
二

六
首

･
七
律
二
六
首
を
讃
み
お
え
､
五
三
年
三
月
に
研
究

終
了
｡
そ
の
成
果
の
一
部
は
｢李
義
山
詩
七
絶
集
樺
稿
3:｣

お
よ
び

｢李
義
山
詩
各
本
篇
目
封
照
表
｣
と
し
て

『東
方

畢
報
』
五
〇
冊
に
護
表
｡
さ
ら
に

｢集
樺
｣
績
稿
を

『学

報
』
五

7
冊
以
降
に
逐
次
掲
載
の
改
定
｡

李
南
陽
研
究

班
長

荒
井

健

五
三
年
度
か
ら
三
年
間
'
晩
唐
の
詩
人

･
李
商
陰
の
作

品
の
な
か
で
も
最
も
重
要
か
つ
難
解
な
七
律
に
対
象
を
し

ぼ
り
'
晩
唐
文
学
班
に
お
け
る
成
果
を
ふ
ま
え
'
唐
詩
官

名
家
全
集
本
を
底
本
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
蒐
集
し
え
た
各

種
テ
キ
ス
ト
等
を
参
照
し
っ
つ
'
合
議
形
式
に
よ
り
'
で

き
る
か
ぎ
り
精
細
な
注
樺
校
訂
の
作
業
を
進
め
て
ゆ
-
0

今
年
度
は
七
律
の
う
ち
で
無
題
詩
に
準
ず
る
内
容
を
持
つ

と
思
わ
れ
る

｢傍
題
｣
の
諸
詩
篇
か
ら
讃
み
は
じ
め
て
い

る
｡

明
清
祉
膏
の
襲
草
に
関
す
る
研
究

班
長

小
野

和
子

こ
の
研
究
は
'
明
末
清
初
期
を

1
つ
の
社
愈
廼
草
期
と

し
て
把
え
る
立
場
か
ら
､
舜
草
の
賓
態
を
政
治

･
融
合

･

経
済

･
思
想
の
各
側
面
に
お
い
て
多
角
的
に
考
察
す
る
も

の
で
あ
る
｡
都
市
と
農
村
'
民
衆
運
動
へ
郷
紳
'
奴
僕
'

篠
役
改
革
､
小
農
経
営
'
文
化
知
識
人
の
動
向
な
ど
'
明

清
証
愈
全
般
に
わ
た
っ
て
各
方
面
か
ら
研
究
報
告
が
な
さ

れ
た
｡
同
時
に
基
礎
作
業
と
し
て
'

『皇
明
経
世
文
編
』

選
讃

･
注
作
成
､
お
よ
び

『薙
正
政
批
論
旨
』
索
引
化
も

お
こ
な
っ
て
い
る
｡
次
第
に
問
題
鮎
を
し
ぼ
り
､
研
究
護

表
回
数
を
ふ
や
し
て
い
る
｡

溝
代
経
撃
の
研
究

班
長

尾
崎
雄
二
郎

顧
炎
武

『
日
知
録
』
三
十
二
巻
本
の
禽
講
は
'
新
年
度

か
ら
吾
に
入
っ
た
｡
小
学
別
班
で
は
顧
の

『音
論
』
上
中

下
三
巻
の
う
ち
'
前
二
審
の
詳
注
を
完
成
し
た
｡
や
が
て

茸
表
の
運
び
と
な
ろ
う
｡
新
年
度
の
非
常
勤
講
師
に
は
田

中
腕
紗
巳
氏
を
お
願
い
し
た
｡

五
四
避
勤
研
究

班
長

狭
間

直
樹

常
研
究
班
は
､
五
二
年
度
を
以
て
五
年
の
研
究
計
葺
を

終
了
し
た
｡
最
終
年
度
に
督
り
､
研
究
報
告
論
文
集
の
出

版
に
む
け
て
'
各
班
員
の
論
文
作
成
の
た
め
の
研
究
護
表

が
主
値
と
な
っ
た
｡
題
目
の
み
を
列
記
す
れ
ば
'

｢中
開

国
民
窯
の
誕
生
｣
｢張
香
の
企
業
者
活
動
｣
｢欧
事
研
究
合

に
つ
い
て
｣

｢前
期
創
造
祉
｣
｢
五
四
運
動

と
救
国
十
人

圏
｣
｢第

1
次
大
戦
期

日
本
の
封
中
国
外
交
｣
｢
関
税
問

題
と
中
国
｣
｢
五
四
の
1
青
年
像
-

匡
互
生
事
略
｣
｢
五

四
運
動
と
救
図
十
人
圏
再
論
｣

｢
パ
リ
講
和
合
議
に
つ
い

七
二
六

て
｣
｢辛
亥
革
命
時
期
の
新
彊
省
｣
等
が
あ
っ
た
｡

六
月
に
は
'

『毛
滞
京
』
の
著
書
で
有
名
な
ジ
ェ
ロ
ー

ム
･
チ
ェ
ソ
氏
に
､

｢
蓑
世
凱
興
近
代
中
国
｣
と
題
す
る

特
別
講
演
を
お
ね
が
い
し
た
｡
ま
た
十

一
月
に
は
'
日
本

証
倉
科
聾
者
友
好
参
観
園
に
参
加
さ
れ
た
小
野
和
子
氏
が

｢
中
国
の
教
育
革
命
と
社
合
科
学
界
の
現
状
｣
と
題
す
る

報
告
を
さ
れ
た
｡

こ
の
ほ
か
'
書
評

｡
紹
介
で
は
'
伊
藤
銀
月

『東
洋
安

危
新
水
溶
停
』
'
『中
国
青
年
』
全
巻
'
中
国
近
代
史
編
霧
小

組

『中
国
近
代
史
』､
D
-
A
.Jord
an
"
T
h
e
N
orth
ern

E
x
p
ed
ition
",
E
.
F
ri
ed
m
ann
"
B
a
c
k
w

ard
T
ow
ard

Re
v
o
lu
t
io
n

"
を
と
り

あ

げ
た

｡

現

代

中

国
の
政
治
過
程
と
民
衆
の
意
識

班
長

竹
内

賓

現
代
中
国
の
一
般
的
諸
問
題
を
と
り
あ
つ
か
う
A
班
の

研
究
と
し
て
'
昭
和
五
十
二
年
六
月
十
四
日
'
青
木
五
郎

の

｢
漏
友
蘭
に
つ
い
て
｣
'

九
月
二
十
七
日
'
阿
頼
耶
順

宏
'
深
揮

一
幸
の

｢中
園
報
告
｣'

十
月
十

一
日
'
王
正

義
(
チ
ェ
ス
タ
ー
･
ワ
ン
)
の

｢
五
四
に
お
け
る
王
国
維
｣
'

十
月
二
十
五
日
'
北
村

(政
治
)'
夫
馬

(歴
史
)'
深
揮

(文
畢
)
に
よ
る

｢現
状
分
析
｣
'

十

一
月
八
日
､
相
浦

兵
の

｢
ロ
マ
ン
･
ロ
ラ
ン
と
中
国
｣
'
十

l
月
二
十
二
日
'

重
森
立
入
の

｢
ソ
連
刊
行
の
中
国
に
関
す
る
現
代
史
資

料
｣
'

昭
和
五
十
三
年

一
月
二
十
四
日
'′陳
恒
嘉
の

｢文

字
改
革
の
問
題
鮎
｣'

二
月
七
日
'
江
頭
数
馬
の

｢中
国

の
現
状
報
告
｣､
五
月
九
日
'
北
村

(紅
旗
)'
美
馬

(磨

史
研
究
)'
深
揮

(人
民
文
学
)'
河
田

(哲
聾
研
究
)
に

よ
る

｢
現
状
分
析
｣
の
萌
表
を
お
こ
な
っ
た
O
毛
障
東
研

究
の
B
班
と
し
て
は
'
昭
和
五
十
二
年
六
月
二
十
八
日
'

｢
毛
選
第
五
巻
の
問
題
鮎
｣
を
全
員
で
討
論
L
t
昭
和
五

十
三
年
五
月
二
十
三
日
､
竹
内
賓
の

｢
毛
選
第
五
巻
の
問



題
鮎
｣

(
一
九
四
九
年
)
の
妻
表
が
あ

っ
た
｡

民
国
初
期
の
文
化
と
武
舎

班
長

狭
間

直
樹

常
研
究
班
は
､
五
二
年
度
を
以
て
終
了
し
た
五
四
運
動

研
究
班
の
絶
承
護
展
を
め
ざ
す
O
民
国
初
期
と
は
'
ほ
ぼ

辛
亥
革
命
か
ら
国
民
革
命
ま
で
の
時
期
を
包
括
す
る
も
の

と
定
義
し
て
い
る
｡
新
民
主
主
義
革
命
の
端
緒
と
し
て
の

五
四
運
動
を
t
よ
り
廉
い
硯
野
か
ら
分
析
す
る
た
め
に
'

民
国
初
期
の
軍
閥
政
治
と
帝
国
主
義
の
動
向
'
そ
れ
に
対

置
す
る
反
帝
反
封
建
闘
争

(農
民
運
動
､
努
働
運
動
'
思

想
闘
争
)
を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
'
こ
の
研
究
班

の
口
約
で
あ
る
｡

五
月
末
ま
で
の
研
究
報
告
は
'
以
下
の
如
-
で
あ

っ
た
｡

四
月
二
八
日

『辛
亥
革
命
の
研
究
』
書
評
H

川
井

悟

高
橋
良
和

五
月

叫
二
日

第

一
次
大
戦
期
日
本
の
封
中

国
外
交
を
ど
う
把
え
る
か

藤
本

博
生

五
月

l
九
日

五
四
運
動
と
安
徴
派
軍
閥

狭
間

直
樹

五
月
二
六
日

『婦
女
評
論
』
を
論
ず

小
野

和
子

日

本

部

社
曹
運
動
の
研
究

班
長

渡
部

徹

昭
和
四
八
年
四
月
か
ら
の
'
主
と
し
て
雨
大
戦
間
の
内

外
の
証
脅
運
動
の
薯
態
分
析
を
聴
績
L
t
五

l
年
度
よ
り

の
三
カ
年
で
成
果
を
ま
と
め
る
預
定
0

日
申
戦
拳
期
の
政
治
と
社
舎

班
長

古
屋

哲
夫

こ
の
研
究
班
は

｢
満
洲
事
奨
｣
以
降
'
日
中
戦
争
の
全

面
的
損
大
'
太
平
洋
戦
争

へ
い
た
る
時
期
を
対
象
と
し
て
'

総
力
戦
鮭
制
の
形
成
'
そ
の
対
内
外
政
策
､
証
禽
'
思
想

状
況
'
民
衆
動
員
の
展
開
な
ど
を
総
合
的
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
｡

日
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
支
配

班
長

飯
沼

二
郎

こ
の
研
究
班
は
お
も
に

一
九

一
〇
年
朝
鮮
併
合
以
降
の

日
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
に
た
い
す

る
植
民
地
支
配
の
形
成

と
賓
態
へ
お
よ
び
そ
れ
に
封
す
る
朝
鮮
民
衆
の
民
族
解
放

の
闘
争
の
過
程
を
'
朝
鮮
の
内
在
的
吏
展
の
把
握
を
ふ
ま

え
て
､
諸
側
面
か
ら
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
｡

十
九
世
紀
日
本
の
情
報
と
杜
膏
撃
動班

長

吉
田

光
邦

祉
合
襲
動
に
情
報
が
ど
の
よ
う
な
意
味
と
機
能
を
も
つ

の
か
｡
こ
の
テ
ー
マ
を
､
比
較
史

･
比
較
祉
合
的
検
討
を

ふ
ま
え
つ
つ
明
ら
か
に
す
る
の
が
､
こ
の
班
の
目
的
で
あ

る
｡
従
来
'
も

っ
ぱ
ら
技
術
史
的
側
面
か
ら
の
み
研
究
さ

れ
て
き
た
情
報
の
問
題
を
'
技
術
史
の
深
み
か
ら
の
み
な

ら
ず
'
社
合

･
文
化
の
観
鮎
か
ら
も
新
た
な
光
を
嘗
て
て

み
よ
う
と
す
る
の
が
'
わ
れ
ら
の
願
い
で
あ
る
｡
と
も
す

れ
ば
'
情
報
論
は
無
限
の
挨
散
的
傾
向
を
秘
め
て
い
た
｡

十
九
世
紀
日
本
と
限
定
を
付
し
た
の
は
'
研
究
対
象
が
こ

こ
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
-
'
壇
散
性
に
封

す
る

〝
碇
″
の
役
割
を
こ
こ
に
求
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
｡

さ
ま
ざ

ま
な

祉
合
と
時
代
の
検
討
を
経
て
生
み
出
さ
れ
た
'

理
論
と
着
想
が
'
十
九
世
紀
日
本
と
い
う
限
定
さ
れ
た
時

代
と
社
台
の
情
報
の
諸
相
と
の
比
較
に
供
さ
れ
る
の
で
あ

る
｡
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
ま
だ
暗
中
模
索

の
段
階
だ
が
'
中
国
史
研
究
者
の
参
加
を
望
む
｡

日
本
に
お
け
る
市
民
文
化
の
形
成

(文
明
開
化
の
研
究
)

班
長

林
星
辰
三
郎

班
長
林
昆
辰
三
郎
教
授
の
定
年
退
官
を
も

っ
て
'
本
研

究
合
は
三
期
七
年
間
に
わ
た
る
活
動
を
終
え
'
第
三
期
報

告
書

『
文
明
開
化
の
研
究
』
の
刊
行
を
捜
す
の
み
と
な

っ

た
｡
毎
週
水
曜
日
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
研
究
合
は
'
二

月
二
十
二
日
を
も

っ
て
終
り
'
三
月

一
日
に
は

一
期
よ
り

三
期
に
わ
た
る
班
員
有
志
の
解
散
合
が
開
か
れ
た
｡
ま
た

二
月
に
は
第
二
期
報
告
書

『幕
末
文
化
の
研
究
』
が
刊
行

さ
れ
た
｡

家
族
間
題
の
研
究

班
長

太
田

武
男

こ
の
研
究
は
'
夫
婦

･
親
子

･
相
績
な
ど
を
め
ぐ
る
諸

問
題
に
関
す
る
理
論
的

･
寛
讃
的
研
究
を
'
そ
の
主
た
る

日
的
な
い
し
内
容
と
す
る
｡

従
来
'

こ
の
方
面
の
研
究

は
､
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
お
い
て
個
別
的
に
行
な
わ

れ
て
い
た
が
'
今
回
の
研
究
は
'
法
律
学
的
な
観
鮎
か
ら

の
考
察
を
中
心
と
し
つ
つ
も
､
そ
れ
に
証
合
人
類
学
的
な

観
鮎
か
ら
の
考
察
な
ど
を
も
加
え
て
'
総
合
的
に
行
な
わ

ん
と
す
る
鮎
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
｡
昭
和
四

一
年
四

月
よ
り
毎
週

一
回
研
究
合
を
開
い
て
､
主
と
し
て
夫
婦
問

題
､
な
か
で
も
と
-
に

｢
離
婚
問
題
｣
に
つ
い
て
研
究
を

す
す
め
'
そ
の
成
果
は

『現
代
の
離
婚
問
題
』
(有
斐
閣
)

と
し
て
世
に
造
り
､
ま
た
､
昭
和
四
四
年
四
月
か
ら
は
'

主
と
し
て
親
子
問
題
を
中
心
に
研
究
を
進
め
へ
そ
の
成
果

は
'
『現
代
の
親
子
問
題
』
(有
斐
閣
)
と
し
て
世
に
逢

っ

た
｡
そ
し
て
､
昭
和
五
〇
年
四
月
よ
り
第
三
期
に
入
り
'

現
代
の
相
績
問
題
､
な

か
で
も
遺
言
制
度
な
い
し
遺
言
を

め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
研
究
を
行
な

っ
て

い
る
｡

西

洋

部

l
九
三
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

班
長

河
野

健
二

現
在

'
研
究
の
取
り
ま
と
め
作
業
を
お
こ
な

っ
て
い
る
｡

そ
の
取
り
ま
と
め
の
方
法
は
大
鮭
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
｡
す
な
わ
ち
'
個
人
-
集
囲
-
証
合
と
い
う
問
題
設
定

を
お
こ
な
い
'
従
来
の
多
-
の
研
究
が
大
状
況
の
側
か
ら

出
譜
し
た
の
に
た
い
し
て
'
個
人
の
具
膿
的
に
は
知
識
人

七
二
七



東

方

畢

報

の
側
か
ら
出
重
し
'
そ
う
し
て
そ
の
個
々
の
時
代
認
識
'

更
に
各
個
人
が
属
し
た
集
園
の
意
味
を
探
り
､
そ
れ
ら
を

綜
合
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
〇
年
代
の
新
し
い
イ
メ
ー

ジ
を
つ
-
り
だ
そ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
｡

前
近
代
社
膏
に
お
け
る
社
曹
動
態

班
長

合
田

雄
次

前
近
代
融
合
に
つ
い
て
'
従
来
や
や
も
す
れ
ば
ア
･
プ

リ
オ
リ
に
前
提
さ
れ
て
き
た
'
固
定

･
停
滞
と
い
う
規
定

に
対
し
て
'
融
合
内
に
存
緯
し
た
流
動
性
を
摘
出
し
､
そ

の
規
模
と
意
味
と
紅
合
全
段
へ
の
影
響
を
検
討
す
る
努
力

が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
｡
前
近
代
中
国
で
の
貴
族
や
都
市

名
族
や
沸
教
政
策
の
も
っ
た
意
味
の
他
'
日
本
や
西
洋
に

つ
い
て
も
､
た
と
え
ば
都
市
文
化
や
大
学
､
あ
る
い
は
巡

歴
蛮
人
や
貧
民
が
'
祉
合
壁
動
と
い
う
鋭
角
か
ら
'
地
理

的

･
階
層
的
に
再
検
討
さ
れ
て
い
る
｡

人
文
撃
の
方
法

班
長

上
山

春
平

こ
の
研
究
班
は
箇
面
歴
史
学
の
方
法
論
を
中
心
テ
ー
マ

に
し
て
い
る
｡
最
近
は
'
こ
れ
ま
で
の
撃
問
分
類
お
よ
び

科
畢
論
の
比
較
検
討
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
'
比
較
思
想
､

日
本
に
お
け
る
外
来
思
想
の
受
容
､
あ
る
い
は
科
挙
史
と

暫
翠
の
関
連
な
ど
'
具
鰹
的
問
題
に
即
し
て
方
法
論
的
問

題
を
検
討
し
て
い
る
｡

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
･
菜
の
花

註
揮

班
長

多
田
道
太
郎

サ
バ
チ
エ
詩
篇
お
よ
び
マ
リ
ー
･
ド
ー
プ
ラ
ン
詩
篇
を

読
み
終
え
た
｡
註
樺
原
稿
執
筆
中
｡

社
禽
編
成
の
比
較
人
類
翠
的
研
究

班
長

谷

泰

祉
合
人
柄
撃
は
｣
こ
れ
ま
で
､
出
自
集
囲
と
か
親
族
と

い
っ
た
基
礎
的
な
集
圏
を

｢
構
造
｣
と
し
て
研
究
し
て
き

た
｡
祉
脅
構
造
は
理
論
的
な
分
析
概
念
と
し
て
も
'
ま
た

経
験
的
に
把
捉
す
る
こ
と
の
で
き
る
賓
在
的
な
も
の
と
し

て
も
､
多
義
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
｡
し
か
し
'
最
近
に

な
っ
て
'
研
究
が
多
面
的
に
夜
展
し
て
く
る
に
従
い
'
基

礎
集
圏
を

｢
構
造
｣
と
し
て
把
握
す
る
立
場
の
限
界
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
｡
本
研
究
班
は
'
新
た
に
'
祉
合
的

諸
集
圏
が
個
人
や
小
集
園
を
軸
と
し
て
'
更
生
的
に
ど
の

よ
う
に
編
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
追
求
す
る
｡
個
人
間
の

対
面
行
動
や
近
接
行
動
な
ど
が
'
証
脅
関
係
行
動
を
編
成

し
て
ゆ
く
過
程
を
'
い
く
つ
か
の
異
な
る
文
化
の
事
例
を

と
り
あ
げ
て
比
放
し
'
敢
合
的
諸
集
圏
の
編
成
原
理
を
導

き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
､
赦
脅
人
数
撃
の
古
典
的
課
題
に

新
し
い
光
を
投
げ
か
け
る
こ
と
を
目
指
す
｡

人
類
学
に
お
け
る
方
法
論
の
研
究

班
長

谷

泰

現
在
人
類
撃
の
方
法
は
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
多

様
化
の
状
況
に
あ
る
が
'
本
研
究
班
は
'
こ
れ
ら
の
諸
方

法
を
自
覚
的
に
と
ら
え
直
し
'
新
し
-
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
生
態
人
類
畢
'

エ
ス
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
'
言
語
分

析
等
の
方
法
の
現
寅

へ
の
適
用
可
能
性
'
有
数
性
と
限
界

の
検
討
を
お
こ
な
っ
て
来
た
｡

と
こ
ろ
で
そ
の
検
討
過
程
を
通
じ
て
'
言
表
化
さ
れ
た

表
現
行
動
と
言
表
化
さ
れ
な
い
レ
ベ
ル
で
の
認
知
と
の
関

係
を
ど
の
よ
う
に
虞
理
す
る
か
と

い
う
方
法
上
の
問
題

が
､
今
回
は
と
-
に
議
論
さ
れ
た
｡
ま
た
メ
タ
フ
ォ
リ
ッ

ク
な
表
象
を
ど
の
よ
う
に
取
扱
う
か
と
い
う
問
題
も
と
り

あ
げ
ら
れ
た
｡

と
こ
ろ
で
本
研
究
班
は
五
二
年
三
月
を
も
っ
て
終
了
し
'

全
員
執
筆
段
階
に
入
り
'
四
月
か
ら
は
'

｢
生
活
横
式
と

関
係
行
動
｣
と
い
う
テ
ー
マ
で
新
た
な
研
究
班
が
組
織
さ

れ
た
｡
こ
の
新
班
に
つ
い
て
は
'
次
回
に
詳
し
-
報
告
す

る
｡

七
二
八

個

人

研

究

東

方

部

貴
族
副
証
脅
と
そ
の
文
化

毛
津
東
の
思
想

中
国
音
韻
史
の
研
究

腰
周
文
物
の
考
古
撃
的
研
究

禅
宗
文
献
の
研
究

中
国
の
詩
学

宋
代
の
科
学
と
技
術

宋
代
の
開
封
と
臨
安

六
朝
情
唐
精
神
史

障
唐
証
脅
史
研
究

中
園
中
世
土
地
所
有
制
の
研
究

五
四
時
期
に
お
け
る
中
国
社
脅
主
義
の
研
究

中
国
近
代
婦
人
解
放
史

自
氏
文
集
語
東
索
引
の
編
集

唐
宋
給
憲
史
の
研
究

中
国
歴
史
地
理
畢

中
国
建
築
の
様
式

･
技
法

･
空
間

初
期
新
民
主
主
義
革
命
史
の
研
究

明
清
民
衆
運
動
の
研
究

貌
音
詩
史
論

中
国
古
代
官
僚
制
の
研
究

EZZ

本

部

日
本
労
働
運
動
史

家
族
法
の
研
究

横
井
時
敬
の
研
究

日
本
技
術
史
の
研
究

川
勝

義
雄

竹
内

賓

尾
崎
雄
二
郎

林

巳
奈
夫

柳
田

荒
井

山
田

梅
原

寺
川

嘱
波

勝
村

狭
間

小
野

今
井

骨
布
川

秋
山

田
中

江 茂 夫 森
村 木 馬

聖
山健

慶
兄けKH

･十=

忠
夫護

哲
也

直
樹

和
子清寛

元
秀淡

時
彦進

信
之

治
樹

渡
部

徹

太
田

武
男

飯
沼

二
郎

吉
田

光
邦



日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
研
究

日
本
近
代
文
化
史
の
研
究

廃
藩
置
鯨
の
研
究

寛
永
文
化
の
研
究

日
本
帝
国
主
義
の
研
究

古
屋

哲
夫

飛
鳥
井
雅
道

佐
々
木

克

熊
倉

副
島

文
化
史
お
よ
び
文
明
史
と
し
て
の
国
民
団
家
の
形
成

横
山

日
本
近
代
社
合
の
研
究

日
本
勢
働
史

西

洋

部

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
lLf,
･
16
世
紀
の
祉
合
と
思
想

世
界
資
本
主
義
の
構
造

人
文
科
学
の
方
法

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
〝
脱
出
〟

に
つ
い
て

宗

教
改
革
と
政
治
･
社
台

ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
に
つ
い
て

西
洋
論

理
思
想
史

人
間
関
係
行
動
の
比
較
分
析

フ
ラ
ソ
ス
社
合
主
義
思
想
の
研
究

モ
デ
ル
理
論
と
そ
の
麿
用

シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
の
比
較
瑛
型
論
的
研
究

サ
ン
=
シ
モ
ン
主
義
の
理
論
と
賓
践

園
田

大
前

合
田

河
野

上
山

功
夫

固
照

俊
夫

英
弘揖

雄
次

健
二

春
平

多
田
道
太
郎

中
村
貿
二
郎

樋
口

謹

一

山
下

正
男

谷

泰

阪
上

孝

内
井

惣
七

前
川

和
也

見
市

雅
俊

二

月
三
〇
日

町
田
論
文

｢華
北
地
方
に
お
け
る

漠
墓
の
構
造
｣
批
評

江
村

治
樹

一
二
月
七
日

小
野
論
文

｢婚
姻
法
貫
徹
連
動
を
め

ぐ
っ
て
｣
批
評

柳
田

聖
山

一
二
月

一
四
日

管
布
川
論
文

｢
五
代
北
宋
初
期
山

水
墓
の
1
考
察
-
剤
浩

･
閲
仝

･
郭

忠
恕

･
燕
文
貴
-

｣
批
評

狭
間

直
樹

五
三
年

三
月

一
五
日

殿
周
青
銅
器
銘
文
籍
造
法
に
関
す
る

若
干
の
問
題

林

巳
奈
夫

前
浜
の
昇
仙
固

骨
布
川

寛

三
月
二
二
日

額
師
古
の
漢
書
注

吉
川

忠
夫

陶
淵
明
論

茂
木

信
之

事

業

概

況

夏
期
講
座

｢原
典
を
讃
む
｣

五
二
年
八
月

於

分
館
講
堂

一
日

大
久
保
利
通

｢
征
韓
論
に
関
す
る
意
見
書
｣

全
国
水
平
社
の
一帽
岡
蓮
陵

｢爆
破
陰
謀
事
件
｣

渡
部

徹

中
開
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

定
年
退
官
記
念
講
演
合

五
三
年
三
月

二

日

日
本
文
化
の
あ
ゆ
み

そ
の
他
の
講
演
合

五
二
年

一
一
月
七
日

森

時
彦

於

分
館
講
堂

林
星
辰
三
郎

於

本
館
大
合
議
室

一
八
世

紀
フ
ラ
ン
ス

ユ
ー
ト
ピ
ア
文
聾
の
研
究

桧
田

清

東
方
郡
研
究
書

五
二
年

二

月
九
日

田
中
論
文

｢
中
国
壁
書
古
墳
の
建
築

国
と
初
唐
建
築
の
様
式
に
つ
い
て
｣

批
評

溝
田

正
美

夫
馬
論
文

｢
明
末
の
都
市
改
革
と
杭

州
民
襲
｣
批
評

深
滞

1
幸

宮
崎
安
貞

｢農
業
全
書
｣

二
日

郭
県

｢林
泉
高
致
｣

曾 飯 佐
布 沼 々

顔
之
椎
と
顔
師
古

吉
川

三
日

ヒ
ト
ラ
ー
の
戦
争

｢計
蓋
｣
に
つ
い
て

川 木
Fb -

夫 寛 郎 克

見
市

雅
俊

コ
ン
ト

｢精
神
的
権
力
に
つ
い
て
｣

開
所
記
念
公
開
講
演
合

五
二
年

二

月

1
五
日

坂
上

孝

於

楽
友
昏
舘

秦

日
本
の
銅
輸
出
と
一
七
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学

K
･
グ
ラ
マ
ン
教
授

東
方
撃
合
と
共
催

五
三
年
四
月

一
四
日

於

本
館
大
合
議
窒

三
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
研
究
の
新
し
い
動
向

ケ
ン
ブ
リ
ヅ
ヂ
大
草

H

･
ペ
リ
ン
グ
博
士

経
済
学
合
と
共
催

昭
和
五
二
年
度
漢
籍
淀
普
職
員
講
習
合

文
部
省
学
術
局
情
報
圏
書
館
課
と
本
所
附
属
東
洋
学
文

献
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に
よ
る
第
四
回
講
習
合
は
､
六
月

二
七
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
'
左
の
如
-
行
な
わ
れ
た
｡

六
月
二
七
日

開
合
に
あ
た
っ
て

舵
黒

鯛
翻
諸

鯛
情

杉

山

裕

中
国
の
書
物
に
つ
い
て

京
大
名
著
教
授

森

鹿
三

漢
籍
整
理
法
に
つ
い
て

京
都
産
業
大
学
教
授

倉
田
淳
之
助

六
月
二
八
日

経
部
書

川
勝

義
雄

史
部
書

砺
波

謹

六
月
二
九
日

カ
ー
ド
の
つ
-
り
か
た
A

小
図

億

1

京

都
大
学
附
属
圃
書
館
見
学

酒
井

豊

六
月
三
〇
日

現
代
中
国
の
書
物
を
め
ぐ
っ
て

七
二
九



東

方

学

報

子
部
書

七
月

一
日

カ
ー
ド
の
つ
く
り
か
た
B

集

部
書

･
叢
書

七
月

二

日

討
議
お
よ
び
情
報
交
換

閉
合
に
あ
た
っ
て

竹
内

寛

梅
原

郁

今
井

清

荒
井

健

尾
崎
雄
二
郎

林
産
辰
三
郎

所

員

動

静

○
熊
倉
功
夫
助
手

(
日
本
部
)
は
､
講
師
に
昇
任

(五
二

年
六
月

一
六
日
付
)
.

〇
中
村
賢
二
郎
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'
教
授
に
昇
任
'

(
一
〇
月

一
日
付
)
｡

○
山
田
慶
兄
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
教
授
に
昇
任
｡

○
林
産
辰
三
郎
教
授

(日
本
部
)
は
､
停
年
退
官
｡

○
所
長
林
屋
辰
三
郎
教
授
は
五
三
年
三
月
三
十

一
日
任
期

満
了
'
河
野
健
二
教
授

(西
洋
部
)
が
新
所
長
に
就
任
'

附
属
東
洋
撃
文
願
セ
ン
タ
ー
長
に
併
任
｡

(以
上
五
三

年
四
月

一
日
付
)

○
青
田
光
邦
教
授
は
七
五
二
年
六
月
七
日
伊
丹
覆
'
磨
州

博
物
館
'
石
湾
陶
器
工
場
､
桂
林
網
織
物
工
場
'
馬
王

堆
'
湖
南
省
博
物
館
で
陶
器
工
垂
に
関
す
る
調
査
及
び

資
料
収
集
を
終
え
'
六
月

一
九
日
蹄
園
｡

○
飯
沼
二
郎
教
授
は
､
六
月
三
〇
旦
帽
岡
登
､
北
京
農
業

科
学
試
験
所
､
鄭
州
農
産
物

虚
理
工
場
､
復
且
大
挙
で

農
業
調
査
及
び
資
料
収
集
を
終
え
'
七
月

1
三
日
師
団
｡

○
前
川
和
也
助
手
は
'
六
月
二
七
日
羽
田
護
､

コ
レ
ー
ジ

ュ
･
ド

･
フ
ラ
ン
ス
で
第
二
四
回
国
際
ア
ッ
シ
リ
ア
学

舎
に
出
席
'
ミ
ュ
ソ
へ
ン
大
挙
等
で
資
料
収
集
し
'
七

月
二

一
日
蹄
闘
.

○
谷

泰
助
教
授
は
'
七
月

一
五
日
羽
田
硬
'
カ
ブ
ー
ル

周
連
'
ロ
ー
マ
'
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
等
で
有
畜
証
合

の
比
校
文
化
的
研
究

(預
備
調
査
)
を
終
え
'
九
月
九

日
師
団
｡

○
小
野
和
子
講
師
'
探
津

1
幸
助
手
は
'
八
月

1
日
舞
鶴

港
額
'
大
連
の
水
産
公
司
'
北
京
大
挙
､
故
官
博
物
館

等
で
現
代
中
国
の
貴
簡
調
査
及
び
資
料
収
集
を
終
え
'

同
月

一
五
日
蹄
図
｡

○
田
中

淡
助
手
は
'
八
月
九
日
羽
田
諌
'
北
京
の
膜
和

園
'
大
同
の
華
厳
寺
'
龍
門
石
窟
等
で
歴
史
的
都
市
及

び
建
築
に
関
す
る
研
究
調
査
を
終
え
'
同
月
二
三
日
帝

国
｡

○
江
村
治
樹
助
手
は
'
九
月
六
日
羽
田
吏
'
故
官
博
物
館
'

塞
渠
遺
跡

･
磨
州
博
物
館
等
で
'
美
術
及
び
考
古
学
に

関
す
る
研
究
調
査
を
終
え
'
同
月
二

1
日
締
園
｡

○
小
野
和
子
講
師
は
'
九
月
二
七
日
羽
田
登
'
日
本
社
倉

科
聾
者
友
好
参
観
圏
員
と
し
て
北
京
大
学

･
祉
脅
科
学

院

･
大
慶
油
田

･
延
安
の
革
命
博
物
館
等
で
'
現
代
中

国
に
お
け
る
社
食
料
率
の
調
査
及
び
資
料
収
集
を
終
え
'

一
〇
月
二
八
日
蹄
園
｡

○
横

山
俊
夫
助
手
は
'

1
0
月
三
日
羽
田
豪
､
再
度
'
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

で
1
九
世
紀
の
日
英
史
研
究
及

び
資
料
収
集
し
'
五
三
年
九
月
三
〇
日
蹄
園
予
定
｡

○
御
牧
克
己
助
手
は
'
五
二
年

一
二

月
一
三
日
羽
田
護
'

ベ
ナ
レ
ス
･
ダ
ラ
ム
サ
ラ
市
内
等
で
傍
教
徒
の
生
活
意

識
調
査
及
び
教
主
と
の
舎
兄
を
終
え
'
五
三
年

1
月

1

八
日
蹄
園
｡

○
態
倉
功
夫
講
師
は
'
五
二
年

1
二
月

1
六
日
羽
田
敦
'

裏
千
家
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
部
'
同

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
支
部
等
で
､
茶
道
祉
禽
調
査
を
終
え
'
五
三
年

一
月

1
日
蹄
国
｡

七
三

〇

〇
中
村
資
二
郎
教
授
は
'
文
部
省
在
外
研
究
員

(短
期
)

と
し
て
'
五
三
年
三
月
二
日
羽
田
費
'
オ
ー
エ
ン
ハ
イ

ム
農
業
単
科
大
挙
'
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
公
文
書
館
'
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
･
ロ
ー
マ
大
草
等
で
宗
教
改
革
運
動
の
研
究

を
終
え
'
同
年
四
月
三
〇
日
蹄
国
｡

○
樋
口
謹

1
助
教
授
は
'

五
三
年
四
月
三
日
伊
丹
夜
'
復

且
大
草
'
磨
州
博
物
館
等
で
中
国
社
倉
の
調
査
及
び
資

料
収
集
を
終
え
､
同
月

一
七
日
蹄
園
｡

○
梅
原

郁
助
教
授
は
'
五
三
年
三
月
二
九
日
羽
田
襲
､

湖
南
省

･
上
海
博
物
館
等
で
'
中
国
社
合
の
調
査
及
び

学
術
界
と
の
交
流
並
び
に
資
料
収
集
を
終
え
'
同
年
四

月

l
四
日
蹄
国
｡

○
林

巳
奈
夫
教
授
は
､
五
三
年
三
月
二
四
日
伊
丹
吏
'

茎
北
の
国
立
故
宮
博
物
院
で
中
国
青
銅
器
の
研
究
を
終

え
'
同
年
四
月

1
三
日
蹄
園
｡

○
樋
口
謹

1
助
教
授
は
'
五
三
年
四
月
二

一
日
羽
田
章
､

北
京
の
中
日
友
好
協
禽
'
清
華
大
草
､
魯
迅
記
念
館
等

で
中
国
社
合
の
調
査
を
終
え
'
同
年
五
月
七
日
蹄
園
｡

○
大
前

虞
助
手
は
､
五
三
年
四
月
二

l
日
羽
田
護
､
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

･
ケ
ン
ブ
-
ッ
ジ

･
パ
-
大
学
等
で

日
英
労
使
関
係
比
較
研
究
を
終
え
､
同
年
六
月

l
七
日

蹄
園
｡

〇
本
撃
研
修
員
規
程
に
よ
り
'
本
研
究
所
に
お
い
て
研
修

す
る
外
国
人
研
修
員
と
そ
の
題
目
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
｡

D

e
n
n
e

rline
Jerry
P.ポ
モ
ナ
大
草
助
教
授

明
清
時
代
政
治
社
食
史
研
究

指
導
教
官

小
野
講
師

期
間

五
二
年
七
月

-
同
年
八
月

P
a
n
tetisE
tlis
T
in
io
s
ミ
シ
ガ
ン
大
挙
院
生



漢
代
過
境
政
策
に
つ
い
て

指
導
教
官

川
勝
教
授

期
間

五
二
年
七
月
-
同
年

一
二
月

Constan
ce
loh
n
son

ペ
ン
シ
ル
バ

ニ
ア
大
挙
院
生

宋
代
の

任
官
制
度
につ
い
て

指
導
教
官

梅
原
助
教
授

期
間

五
二
年
八
月
～
同
年

一
二
月

J
olm
.
D
.
L
an
g
to
is

ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
･
カ
レ
ッ
ヂ
助
教

授朱
か
ら
明
へ
の
政
治
思
想
及
び
法
制
の
研
究

指
導
教
官

梅
原
助
教
授

期
間

五
二
年
九
月
-
五
三
年
八
月

P
eter
K

B
o
l
プ
リ

ン
ス
-
ン
大
学
院
生

宋
代
地
方
政
治
史
の
研
究

指
導
教
官

梅
原
助
教
授

期
間

五
二
年
九
月
-
五
三
年
八
月

Cart
B
ie
lefetd
t

バ

ー
ク
レ
イ
大
学
院
生

正
法

眼

痕

指
導
教
官

柳
田
教
授

期
間

五
二
年

l
二
月
-
五
三
年

一
一
月

C

h
u
A
n
n
a

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
院
生

末

代
政
府
の
救
済
事
業

指
導
教
官

梅
原
助
教
授

期
間

五
二
年
八
月
-
五
三
年
二
月

L
au
ren
ce
K
om
in
z

コ
ロ
ン
rriJ
ア
大
撃
院
生

戦
国
時
代
の
垂
能

指
導
教
官

林
尾
教
授

期
間

五
二
年

一
〇
月

～
五
三
年
三
月

P
eter
K
o
rn
ick
i

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
研
修
生

尾
崎
紅
葉
と
江
戸
文
革

指
導
教
官

飛
鳥
井
助
教
授

期
間

五
三
年

l
月
～
同
年
二
月

Josh
u
a
F
o
g
et

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
草
院
生

内
藤
湖
南
の
研
究

指
導
教
官

竹
内
教
授

期
間

五
二
年

一
二
月
-
五
四
年

一
月

Jan
et
A
b
ram
ow
icz

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

フ
ォ
ヅ
グ
美

術
館
教
授

日
本
蛮
術
に
関
す
る
研
究

指
導
教
官

吉
田
教
授

期
間

五
三
年
三
月
～
五
四
年
二
月

李

景

現

フ
ラ
ン
ス
国
立
社
台
科
撃
口同
等
院
研
究
員

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
朝
鮮
政
治
史

指
導
教
官

飯
沼
二
郎

期
間

五
三
年
四
月
-
五
四
年
四
月

出

版

物

紀

要

東
方
学
報

第
五
〇
研
(紀
要
第
七
七
脚
)

五
三
年
二
月
二
八
日
刊

人
文
学
報

第
四
四
鍍

(紀
要
第
七
八
鯛
)

五
三
年
二
月

1
五
日
刊

人
文
学
報

第
四
五
鱗

(紀
要
第
七
九
耕
)

五
三
年
三
月
三

一
日
刊

研
究
報
告
そ
の
他

東
洋
学
文
献
頼
員

1
九
七
五

五
二
年
九
月
三
〇
日
刊

(附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ

ー
編
)

フ
ラ
ン
ス
･
ブ
ル
ジ
ョ
ア
杜
合
の
成
立

-
第
二
帝
政
期
の
研
究
-

河
野
健
二
編

五
二
年

一
一
月
二
四
日

(岩
波
書
店
)
刊

辛
亥
革
命
の
研
究

中
野
川
秀
美

･
島
田
皮
衣
編

五
三
年

一
月
二
七
日

(筑
摩
書
房
)
刊

幕
末
文
化
の
研
究

林
産
辰
三
郎
番

五
三
年
二
月

一
六
日

(岩
波
書
店
)
刊

中
国
の
科
挙
と
科
学
者

山
田
慶
兄
編

五
三
年
三
月
三

l
日
刊

桑




